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1987年富山大学理学部卒業。92年筑
波大学大学院工学研究科物質工学専
攻博士課程修了。専門は固体物性物
理学-超伝導、磁性。横浜国立大学教
授、副学長等を経て2021年より現職。

　横浜高等工業学校、横浜高等商業学校、横浜師範学校を
ルーツに持つ横浜国立大学は2024年、創基150周年、
開学75周年を迎えました。「実践性・先進性・開放性・国
際性・多様性」の5つの基本理念のもと、「新たな社会・
経済システムの提案」「イノベーションの創出・科学技術の
発展」に寄与する「知の統合型大学」として世界水準の研
究大学を目指し、さまざまな大学改革を推進しています。
　人文系、社会系、理工系など幅広い分野が国際都市・横
浜のワンキャンパスに集い、専門性を重視した文理融合の
教育を展開。神奈川県唯一の国立総合大学として、国際的
に活躍し、社会に貢献する人材を育成しています。

創
基
１
５
０
周
年
、「
知
の
統
合
型
大
学
」
と
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
し

「
世
界
水
準
の
研
究
大
学
」
を
目
指
す
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多
様
性
を
新
た
な
基
本
理
念
に

加
え
、
大
学
改
革
を
推
進

　

横
浜
国
立
大
学
は
２
０
２
３
年
３
月
、

大
学
憲
章
を
改
定
し
、
従
来
の
「
実
践

性
・
先
進
性
・
開
放
性
・
国
際
性
」
に
加

え
て
「
多
様
性
」
を
新
た
な
基
本
理
念
と

し
ま
し
た
。「
人
間
と
学
問
の
多
様
性
を

教
育
・
研
究
の
礎
と
し
て
、
新
し
い
価
値

を
共
創
し
て
い
く
た
め
に
、
性
別
、
障
が

い
、
国
籍
な
ど
を
超
え
て
、
多
様
な
学
生

と
教
職
員
が
尊
重
し
合
い
共
生
・
協
働
し

て
い
く
場
を
構
築
し
、
一
人
一
人
が
豊
か

に
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
」

と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

梅
原
出
学
長
は
「
多
様
性
を
重
視
し
て

い
く
こ
と
が
、
大
学
の
今
後
の
一
つ
の
プ

リ
ン
シ
プ
ル
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
大
学

改
革
に
お
い
て
も
多
様
性
を
重
要
視
し
て

お
り
、
経
営
戦
略
に
つ
い
て
も
外
部
や
女

性
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
て
大
学
の
経

営
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
多
様
性
の
重
視
は
大
学
の

改
革
の
柱
で
も
あ
り
ま
す
。
本
学
は
『
知

の
統
合
型
大
学
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

多
様
で
あ
る
か
ら
こ
そ
知
の
統
合
が
成
り

立
つ
の
で
す
。
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ

全
保
障
問
題
な
ど
地
球
規
模
の
課
題
解
決

に
資
す
る
べ
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
人
材
育
成

と
研
究
成
果
を
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
で

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

多
彩
な
研
究
拠
点
を
擁
し

先
端
的
研
究
を
実
践

　

近
年
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
重
要
な
研
究

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
横
浜
国
立

大
学
で
は
他
大
学
に
先
駆
け
、
環
境
と
情

報
を
基
軸
に
し
た
「
大
学
院
環
境
情
報
研

究
院
・
学
府
」
を
２
０
０
１
年
に
立
ち
上

げ
た
の
を
は
じ
め
、
幅
広
い
地
球
温
暖
化

に
関
す
る
研
究
や
、
脱
炭
素
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
グ
リ
ー
ン
水
素
研
究
を
先
進

的
に
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
横
浜

国
立
大
学
の
強
み
で
あ
る
工
学
系
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
活
か
し
た
医
工
連
携
に
も
注

力
す
る
な
ど
、
多
様
な
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
幅
広
い
研
究
を
可
能
に
し
て

い
る
の
が
、
２
つ
の
高
等
研
究
院
  （2）

と
Ｙ

Ｎ
Ｕ
研
究
拠
点
で
す
。

　

高
等
研
究
院
は
、
世
界
水
準
の
科
学
研

究
を
行
う
分
野
を
戦
略
的
に
集
約
し
、
世

界
ナ
ン
バ
ー
１
を
目
指
す
先
端
科
学
高
等

研
究
院
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者

が
集
結
し
オ
ン
リ
ー
１
を
目
指
す
総
合
学

術
高
等
研
究
院
の
両
輪
体
制
で
、
研
究
に

特
化
し
た
組
織
で
す
。

　

ま
た
、
Ｙ
Ｎ
Ｕ
研
究
拠
点
は
研
究
者
が

独
自
に
形
成
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
の
中
か

ら
優
れ
た
も
の
を
認
定
す
る
制
度
で
、
現

在
は
23
の
拠
点
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ン
ダ
リ
（
境
界
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
ス
パ
ニ
ン
グ
（
統
合
）
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
知
の
統
合
と
は
バ
ウ
ン
ダ
リ
・

ス
パ
ナ
ー
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
本
学
の
進
む
道
で
す
」
と
語
り

ま
す
。

　

神
奈
川
県
は
国
際
都
市
・
横
浜
を
は
じ

め
、
３
つ
の
政
令
指
定
都
市
を
抱
え
る
一

方
で
、
県
西
部
な
ど
過
疎
化
と
高
齢
化
の

進
む
地
域
も
抱
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

神
奈
川
県
は
〝
課
題
先
進
国
〞
で
あ
る
日

本
の
縮
図
と
も
言
え
る
わ
け
で
す
。
横
浜

国
立
大
学
は
、
そ
の
神
奈
川
県
唯
一
の
国

立
総
合
大
学
と
し
て
、
地
域
と
の
結
合
、

産
業
や
行
政
な
ど
の
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ス
パ
ニ
ン
グ
す

る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
し
コ
ミ
ッ
ト
し

て
い
る
の
で
す
。「
地
域
に
貢
献
す
る
こ

と
で
日
本
の
縮
図
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
地
域
貢
献
と
い
う
視
点
は
、
世

界
へ
の
貢
献
で
も
あ
り
ま
す
」
と
梅
原
学

長
は
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
２
０
２
３

年
11
月
に
「
Ｙ
Ｎ
Ｕ
新
湘
南
共
創
キ
ャ
ン

パ
ス
  （1）

」
を
設
置
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
村
岡

新
駅
（
仮
称
）
の
開
設
を
見
据
え
て
、
健

康
長
寿
を
目
指
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

が
始
ま
る
藤
沢
市
村
岡
地
区
、
鎌
倉
市
深

沢
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
ヘ
ル
ス
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
実
践
的
な
教
育
研
究
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
日
本
初
の
台
風

専
門
機
関
で
あ
る
台
風
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
を
、
さ
ら
に
２
０
２
４
年
に
は
半

導
体
・
量
子
集
積
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研

究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
環
境
、
経
済
安

（1） YNU新湘南共創キャンパス
　神奈川県、藤沢市、鎌倉市、湘南ヘルスイノ
ベーションパーク、湘南鎌倉総合病院を中心と
した「ヘルスイノベーション最先端拠点形成構
想」に参画し、新フィールドでの健康長寿社会
の実現に向けた教育研究拠点として「YNU新湘
南共創キャンパス」を新設。新キャンパスでは、
人びとの生活と医療・ヘルスケアに関わる研究
活動と共に、地域に根差した教育を行う。

（2） ２つの高等研究院
○先端科学高等研究院「IAS」
　量子情報研究センター、先進化学エネルギー
研究センターと情報・物理セキュリティ研究ユ
ニット、バイオアッセイ研究ユニット、電気エ
ネルギー変換研究ユニット、超省電力マグノ
ニックデバイス研究ユニットを形成し、卓越性
の強化を図り、研究力の一層の向上を目指す。
○総合学術高等研究院「IMS」
　リスク共生社会創造センター、台風科学技術
研究センター、豊穣な社会研究センター、次世
代ヘルステクノロジー研究センター、半導体・
量子集積エレクトロニクス研究センターと生物
圏研究ユニット、革新と共創のための人工知能
研究ユニット、共創革新ダイナミクス研究ユ
ニットを形成し、多様性の強化を図り、社会貢
献や社会共創を強く意識した研究を進める。

（3） 大学院先進実践学環
　国際社会科学府、都市イノベーション学府、
環境情報学府、理工学府の４つの大学院の約
180名の教員が500を超える授業を提供し、先
進的な文理融合の教育研究を実践する大学院修
士課程の学位プログラム。「知識の統合」を実
施することで、Society5.0における新たな価値
とサービスの創出・普及の場面で実践的に活躍
できる人材を養成している。

（4） ユネスコチェア
　知の交流と共有を通じて高等教育研究機関の
能力向上を目的とするプログラムで、ユネスコ
（国際連合教育科学文化機関）によって選定さ
れる。横浜国立大学のプログラムは、ユネスコ
の「人間と生物圏計画（Man and the Biosphere
＝MAB）」の一環として、国内外でSDGsに即し
て活躍できる優秀な人材を育てるプログラムと
なっている。

　

環
境
系
の
教
員
を
中
心
に
社
会
系
や
人

文
系
の
教
員
と
と
も
に
自
治
体
と
協
力
し

な
が
ら
生
物
圏
の
持
続
可
能
な
発
展
の
実

現
を
目
指
す
「
生
物
圏
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」

な
ど
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
が
分
野
横
断
に
よ
る

多
様
性
を
活
か
し
現
代
特
有
の
問
題
・
社

会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

梅
原
学
長
は
「
こ
う
し
た
研
究
で
の
取
り

組
み
が
教
育
に
も
還
元
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

専
門
性
を
担
保
し
た
教
育
で

文
理
融
合
の
学
び
を
展
開

　

横
浜
国
立
大
学
の
学
部
教
育
は
、
横
浜

の
歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
た
実
学
的
色
彩

が
濃
い
の
が
特
徴
で
、
中
規
模
校
な
ら
で

は
の
柔
軟
性
と
機
動
力
を
発
揮
し
て
、
世

界
に
通
用
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
専
門
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
す
。
国
立
大
学
と
し
て
専
門
性
を

担
保
で
き
る
よ
う
な
教
育
体
系
を
構
築
す

る
こ
と
は
、
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て
も
は

ず
し
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
文
理
融
合
的
な
教
育
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
点
で
本
格
的
な
文
理
融
合
型
の
学
び
は

大
学
院
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
」（
梅
原
学
長
）

　

そ
れ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
の
が
、
修

士
課
程
の
大
学
院
先
進
実
践
学
環
  （3）

で
す
。

人
文
科
学
系
や
社
会
科
学
系
の
学
生
も
選

び
や
す
い
研
究
テ
ー
マ
群
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
確
か
な
専
門
性
に
基
づ
く
先
進
的

な
文
理
融
合
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
繋
が
る
学
部
段
階
で
の
連
携
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
経
済
学
部
と
経
営

学
部
の
連
携
に
よ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
「
Ｄ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
」
と
、
法
学
・
政
治
学

を
ベ
ー
ス
に
経
済
・
経
営
学
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
「
Ｌ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
」
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
理
工
学
部
で
は
１
〜
３

年
生
が
早
い
段
階
か
ら
研
究
室
に
入
り
、

先
端
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
教
育
の
国
際
展
開
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
に
は
、「
大
学
の
世
界

展
開
力
強
化
事
業
」
に
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト

な
社
会
へ
の
変
革
を
リ
ー
ド
す
る
産
官
学

連
携
ヨ
コ
ハ
マ
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

横
浜
の
地
域
力
を
活
用
し
た
実
践
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
に
よ
る
日
印
豪
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ

人
材
の
育
成
〜
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ド
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
国
際
共

修
を
行
う
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ‒

Ｓ
Ｘ

Ｉ
Ｐ
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
構
築
し
、

持
続
可
能
な
未
来
社
会
を
創
造
す
る
Ｓ
Ｘ

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
じ
く
２
０
２
２
年
度
に
ユ
ネ
ス
コ

チ
ェ
ア
  （4）

に
選
定
さ
れ
た
「
生
物
圏
保
存

地
域
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
社
会
の
た

横浜国立大学

め
の
教
育
」
に
よ
る
「
全
学
部
横
断
型
Ｍ

Ａ
Ｂ
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
は
、
国
内
外
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
即
し
て
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
は
英
語
と
日
本

語
を
共
通
言
語
と
し
て
学
士
号
を
取
得
で

き
る
都
市
科
学
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
ソ
ク
ラ
テ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〝
よ
い
風
が
吹
く
〞
キ
ャ
ン
パ
ス
で

地
球
規
模
の
課
題
に
挑
戦

　

横
浜
国
立
大
学
は
「
学
生
第
一
」
を
標

榜
し
て
い
ま
す
。
梅
原
学
長
は
「
横
浜
高

等
工
業
学
校
、
横
浜
高
等
商
業
学
校
、
横

浜
師
範
学
校
を
ル
ー
ツ
に
持
ち
、
多
様
な

知
と
人
が
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
し
か
も
、
非
常
に
風
通
し
が
よ

く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
違
い
や
障
が
い
の
有

無
と
い
っ
た
垣
根
を
取
り
払
っ
て
、
多
様

な
若
者
が
学
べ
る
環
境
を
揃
え
て
い
ま
す
。

文
明
開
化
発
祥
の
地
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
が
集
ま
る
国
際
都
市
横
浜
に
あ
り

な
が
ら
、
緑
豊
か
な
落
ち
着
い
た
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
文
理
融
合
の
教
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
横
浜
国
立
大
学
は
、
そ
ん
な
横

浜
の
地
で
、
地
球
規
模
の
課
題
に
立
ち
向

か
う
大
学
な
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
個
性

を
持
っ
た
多
様
な
若
者
を
待
っ
て
い
ま

す
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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